
第3回献血推進のあり方に関する検討会 議事次第  

平成20年11月20日（木）  
午前10時～12時  

はあといん乃木坂 6F ソレイユ  

1．開会  

2．これまでの議論を踏まえた論点の整理について  

3．「採血基準見直しの検討に係るワーキンググループ」の設置について  

4．他分野における広報戦略について（イベント成功事例）  

5．具体例な広報資材の紹介（「小児ガンとの戦いの記録」）  

6．社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策について  

7．閉 会   



資料一覧  

献血推進のあり方に関する検討会委員名簿  

論点（案）   

採血基準見直しの検討に係るワーキンググループ」の設置について（案）   

ライブ・イベントを核とした社会貢献活動事例集   

「いのちをつないだ献血」（赤十字新聞）   

年齢別献血者実数グラフ（年間献血回数別【6都道府県抜粋】）   

年齢別・施設別延べ献血者数グラフ【6都道府県抜粋】   

初回献血者の増加を目指して（研究レポート）   

資料 6－1  



「献血推進のあり方に関する検討会」  

要員名簿  

氏 名   現  職   

口  飯沼 雅朗  社団法人日本医師会 常任理事   

2  宇都木 伸  東海大学法科大学院実務法学研究科 教授   

3  街藤 隆  東京大学大学院教育学研究科 教授   

4  大平 勝美  社会福祉法人はばたき福祉事業団 理事長   

5  掛川 裕通  日本赤十字社血液事業本部 副本部長   

6  川内 敦文  高知県健康福祉部 医療薬務課長   

7  河原 和夫  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 教授   

08  清水 勝  医療法人西城病院 理事   

9  住友眞佐美  東京都福祉保健局 保健政策部長   

10  田辺 善仁  株式会社エフエム大阪 専務取締役   

四  中島 一格  東京都赤十字血液センター 所長   

12  羽田真由香  全国学生献血推進協議会 委員長   

13  花井十伍  ネットワーク く医療と人権〉  理事   

14  堀田美枝子  埼玉県立浦和西高等学校 養護教諭   

15  U」本シュウ  株式会社アミューズ所属 ラジオDJ   

○‥・座長   



点（案）  

1．社会や学校の環境変化に対応した献血堆進方策   
① 高校生献血のあり方  

→献血体験以外の有効な啓発手段は考えられないか   

② 地域における献血のあり方  

→ドナーの年齢層、地域の特性により、献血推進方策が異なるのでは  
ないか  

→献血バスの効率的な運用方法   

③ 学校教育における啓発   

④ メディア等を活用した広報戦略のあり方  

→若年層個人に有効にアピールする広報戦略  

－→年齢層・地域の特性に対応した具体的広報戦略  

→献血血液の使用状況の情報提供のあり方   

⑤ 200mL献血の今後のあり方  

2．採血基準の見直し   
献血推進のための環境整備として以下  の採血基準の見直しは考えられないか  

→ワーキンググループを設置し、  個別の見直し案についてエビデンスの  

検証等を行い、安全に施行可能かどうか等を検討  
① 400mL採血、成分採血の下限年齢の見直し   

・「18歳～」→「17歳～」又は「16歳～」と見直すべきか  

② 血小板成分採血の上限年齢の見直し   

・「～54歳」を引き上げるべきか   

■③ 採血基準項目の「血液比重又は血色素量」を「血色素量」に改められない  

か   

④ 年間総採血量、年間採血回数、採血間隔の見直しについて   
・400mLの年間採血回数：「男性3回以内」→「男性4回以内」など   

⑤ 男性の血色素量最低値を見直すべきか   

・現行の「12－5g／dL」→「13．Og／dL」など   

⑥ 未成年者のインフォームドコンセント、ドナーの安全対策についてどう考え  
るか（海外との比較を念頭に）   

⑦ その他見直しが必要な事項   

3．その他   
① 注射時の「痛み」を和らげる方策  

■ 針を細くすることは不可能か   

・薬剤などにより痛みを和らげる方法はないか   

② 今後の課題   



「採血基準見直しの検討に係るワーキンググループ」の設置について（案）  

1 目 的   

「献血推進のあり方に関する検討会」（以下「検討会」という。）の審議事項である「採   

血基準見直しの検討」について、以下（1） 

エビデンスの検証等を行い、安全に実施可能かどうかを検討する。   

（1）400mL採血、成分採血の下限年齢の見直し  

・「18歳～」→「17歳～」又は「16歳～」と見直すべきか   

（2）血小板成分採血の上限年齢の見直し  

・「～54歳」を引き上げるべきか   

（3）採血基準項目の「血液比重又は血色素量」を「血色素量」に改められないか   

（4）年間総採血量、年間採血回数、採血間隔を見直すべきか  

■ 400mLの年間採血回数：「男性3回以内」→「男性4回以内」など   

（5）男性の血色素量最低値を見直すべきか  

・現行の「12，5g／dL以上」→「13．Og／dL以上」など   

（6）未成年者のインフォームドコンセント、ドナーの安全対策についてどう考えるか  

（海外との比較を念頭に）   

（7）その他見直しが必要な事項   

2 組織及びメンバーの構成（メンバー構成・案は別紙）   

（1）ワーキンググループは、7～8人程度のメンバーで構成する。   

（2）ワーキンググループに座長を置く。   

（3）座長は、会務を総理し、会を代表する。   

（4）ワーキンググループは、必要に応じ、関係者から意見を聴取することができる。   

（5）検討会の委員及び厚生労働省医薬食品局血液対策課は、オブザーバーとして  

ワーキンググループに出席することができる。   

3 ワーキンググループの運営   

（1）ワーキンググループの運営は、検討会からの要請により、（財）血液製剤調査  

機構が行う。   

（2）ワーキンググループの運営に関し必要な事項は、（財）血液製剤調査機構が座  

長と協議の上定める。また、検討結果は、検討会に報告し、了承を得るものと  

する。   

（3）ワーキンググループは、原則非公開で開催するものとする。   
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あなたには！司かで青壬すゎ＼？  

酸需■伝書なくすた弊lニ  

■放送展開： 啓蒙スポットCM、啓蒙番組、特別番組のオンエア。  
啓蒙コメントつきの交通情報のオンエア。   

■WEB展開： PC及び携帯にオリジナルサイトを制作。期間中掲示。メールマガジンの配信。   

■募金展開： イベント会場及び一般電話により、募金を呼びかけ。（合計2千万円以上を寄付）   

■印刷物展開：啓蒙ポスターを制作し（計5タイプ）、梅田駅周辺を中心に掲示。  
ステッカー、啓蒙リーフレットを制作し、街頭やイベント会場で配布。  

タイムテーブル、新聞等で啓蒙告知。   

■署名展開： 賛同アーティストや、一般賛同者から署名を募り、イベント会場等で掲出。  
（最終的に4千枚以上を回収）   

■イベント展開：賛同アーティストの出演による啓蒙イベントの実施。（計4回）  

プロジェクトの集大成である、「LrVESDD2008」の実施。（大阪城ホールにて）  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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あなたには何かTきますか 
飲も事鈷甘なくすたわlこ  

「JtlJヽヽrill弓ヽ 

雪l二tirl  

」IVE SDD 2008   

2008年2月20日（木）17：30開場／18：30開演／22：00終演  

大阪城ホール（大阪市中央区）  

約10，000名  

■タイトル：  

■実施日程：  

■実施会場：  

■集客数：  

■実施内容：  ①趣旨に賛同するアーティスト（12組）の出演によるライブ・コンサート。  
②趣旨に賛同する来場者1万名による合唱。  
③長岡天満宮に奉納し、お祓いを受けた交通安全缶バッジの配布。  

（出演者のメッセージ入り）  

④署名活動（SDD参加宣言カード）の記入促進・回収。  

⑤募金箱の設置による、募金活動。  
⑥ライブ・・（ベントの模様を収録し、FM OSAKA、JFN系フルネット番組、   

関西テレビにてオンエア。  

⑦集まった参加料2000円×1万名 計2千万円を（財）交通遺児育成基金へ寄付。  

STARDUSTREVUE、TRF、MAX、馬場俊英、EveryLittleThing、小柳ゆき、BoA、mihimaru－GT、  

SunSetSwish、FUNKYMONKEY BABYS、WRECKING CREWORCHESTRA、MORTALCOMBAT  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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J（」＿うり」」⊥  

■タイトル：  

■実施日程：  

■主催社：  

■協賛社：  

■出 演：   

■ターゲット：  

∫実施目的二   

JAFpresentsKIDUNA ～HappyDrive～2008  
2008年10月12日（日）～11月23日（日）  

FM OSAKA  

社団法人 日本自動車連盟  

山本シュウ（プロジェクト・ナビゲーター）SkoopOnSomebody（プロジェクト・r）pダー）  

大黒摩季／九州男／SEAMO／SOFFet／Fu”OfHarmony／夏川りみ／Leyona  

20代・30代男女  

「人の紳」を見失いがちな現代において、「HappyDrive」と「GoodMusic」でできる  
「心のレスキュー」を見つけよう、をコンセプトに番組とキャンペーン、ライブを実施。  

JFN加盟全国民放FM38局 55分間フルネットSTART特番（10月12日）  

JFN加盟全国民放FM38局 55分間フルネットFINISH特番（11月23日）  

キャンペーン展開を告知するスポットCMや各地区独自展開を38局で実施。  
オリジナルWEBサイト（PC）を制作し、38局及び協賛社にリンクバナー掲示。  
ライブ会場やライブチケットの一部を（財）交通遺児育成基金に寄付。  
キャンペーン告知リーフレット（10万部）を各局と協賛社各支部等に設置・配布。  
全国5地区キャラバン（賛同アーティストとともに各局を訪問）  

キャンペーンの集大成として、大阪・なんばHatchでのリスナー招待及びJAF会員  

招待によるライブイベント「KrZUNA～HappyDrive～FINISH2008」を開催。  

∫放送展開：  

■WEB展開：  

■募金展開：  

■印刷物展開：  

■イベント展開：  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  

7   



■タイトルニ  

■実施日程  

■実施会場  

■出演者  

JAFpresentsKIDUNA ～HappyDrive～FINfSH2008  
2008年11月17日（月）開場18二00 開演19：00  

なんばHatch（キャパ1700名）  

山本シュウ（プロジ工クトナビゲーター）  

SkoopOnSomebody（プロジェクト・F）－ダー／関西エリア代表）  

大黒摩季（北海道エリア代表）／Fu”OfHarmony（東北エリア代表）  

SOFFet（関東エリア代表）   ／ SEAMO（東海エリア代表）  

Levona（中・四国エリア代表）／ 九州男（九州エリア代表）  

夏川りみ（沖縄エリア代表）  

■実施内容：趣旨に賛同するアーティスト（8組）の出演により、リレー形式でお送りする  
ライブ・コンサート。  

参加者には、チケット代のうち、1000円を募金として募り、交通遺児育成基金へ寄付。  
さらには、当日の会場でも募金箱を設置。  

ライブイベントの模様を収録し、11月23日（日）19時～19時55分に全国38局  
ネットでオンエア。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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藍⑳き飴⑳  

配収耶＝矧渦㈲卿勘粥抒  

∫タイトル：  

■実施日程：  

■主催社：  

■協賛社：  

■ターゲット  

■実施目的：  

コスモアースコンシャスアクト  

2008年4月～2009年3月末（年間キャンペーン）  
TOKYOFM 他、JFN加盟全国民放FM38局  

コスモ石油  

20代・30代の環境意識の高い男女  

「アースコンシャス～地球を愛し、感じるこころ～」をテーマに、地球環境の保護と  
保全を全世界に呼びかけていく活動「コスモアースコンシャスアクト」を展開。  

■放送展開：   

■清掃展開：   

■WEB展開：   

■イベント展開：  

レギュラーコーナー「コスモアースコンシャスアクトずっと地球で暮らそう。」  

（月～金／朝6：40）の全国ネット放送を中心に、スポットなどラジオでの告知展開。  

自然と親しみながら清掃活動等を行う、クリーンキャンペーンイベント。  

（毎年全38地区＋富士山で実施。）  

オリジナル・WEBサイトを開設し、活動告知や報告、さらにはアーティストからの  

メッセージ等を掲載。  

アースデーうイブ・コンサートの実施及び、イベント模様の生中継。  

購入していただいたチケット料金の中から1ドルを、ワンガリ・マータイさんが進め  

る植林活動「グリーンベルト運動」へ寄付。アフリカの大地に1本の樹を植樹。  

また、当日会場内でも募金活動を実施。（募金はトータルで720，043円）  

アルピニスト野口健さんを迎えての講演会の実施。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  

9   



璧う慧雷讐 。細5脚脚  

■タイトル：コスモ アースコンシャス アクトアースデー・コンサート  

■実施日程：2008年4月22日（火）開演18：00 開場19：00 ※毎年世界アースデーに実施。  

T実施会場：日本武道館  

∫集客数：約10，000名  

F出 演：絢香、BONNIEPINK、ダニエル・パウター  

■実施内容：1990年から毎年4月22日のアースデーに日本武道館で開催しているイベント。  

「アースコンシャス～地球を愛し、感じるこころ～」の趣旨に賛同したアーティスト  

たちがコラボレーションし、地球への愛を謳いあげ、来場者と共感します。  

①趣旨に賛同するアーティストと、来場者によるライブ・コンサートの実施  
②イベント模様の生中継（当日19：00～21：00）。JFN系全国38局ネット及び  

世界27の国と地域、66の放送局で中継。  
③購入していただいたチケット料金の中から1ドルを、ワンガリ・マータイさんが  

進める 植林活動「グリーンベルト運動」へ寄付。  
会場内でも募金活動を実施。（募金はトータルで720，043円）  

・「⊥：’チ  
お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852   
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■タイトル：  

■実施日程  

■主催社：  

■協賛社：  

■ターゲット  

■実施目的：  

サワディ・プーケットフェスタ イン バトンビーチ  

2005年10月～11月末  

FMOSAKA（協力二全国FMラジオ局約15社）  

タイ政府観光局、タイ航空  

ALLターゲット  

2004に起きた、スマトラ島沖地震で甚大な被害を受けたタイ・プーケット島に  

日本からの観光客を再び誘致すること。  

■放送展開：  FMOSAKAのワイド番組を現地から生放送。  

協力各局も、現地からの中継等を随時オンエア。  
ツアー実施告知スポットCMをオンエア。  

イベントの模様を収録し、後日特別番組としてオンエア。  

大手旅行代理店（HIS、JTB、近畿日本ツーリスト、日本旅行）及び、A＆A（タイ専  

門の旅行社）との連携により、東京、大阪、名古屋、福岡発のツアーを実施。  

合計3000名をプーケットへと誘致。  

ツアー情報、イベント情報、観光情報、番組のオンエア情報等を網羅した、  

オリジナルWEBサイト（PC）を制作し、関係各社とリンク。  

タイ政府観光局とFMOSAKAの合同主催により、二本とタイのアーティストが集  

まったライブイベント「サワディー・プーケットフェスタ」を実施。  

■ツアー展開二  

■＼〃EB展開：   

■イベント展開二  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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■タイトル：  

■実施日程  

■主催社：  

■特別協賛  

■協賛：   

■後援：  

■実施目的：  

ハートエイド・四川  

2008年7月14日（月）  
ハートエイド／四川実行委員会  

日本航空  

藤田観光株式会社・株式会社ニチレイフーズ・トヨタ自動車株式会社・  

新日本石油株式会社他  

読売新聞・産経新聞・中華人民共和国駐日本国大使館・日本赤十字社他  

8万人以上の死者、行方不明者をだした四川大地震。いま、苦しんでいる四川の  

人々のために、その中で必死に生きている子どもたちの未来のために国境を越  

え賛同したアーティストが日本に集結。  

「ハートエイド・四川」の舞台にたちメッセージを発信。  

①アーティストによる」ⅠVEベントの実施。  
②チャリティーオークションの実施  

■実施内容：  

■タイトル：  

■実施日時：  

■実施会場：  

■出  演ニ   

■実施内容：  

ハートエイド・四川  

2008年7月14日（月）開場18二00 開演19：00  

東京国際フォーラム・ホールA  

ジュディ・オング、ジャッキー・チエン、南こうせつ、  

東儀秀樹、中孝介他  
四川大地震の被災者へのチャリティーを目的としたライブ・イベント。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  

13   



結料蔽一竜蜜温習憲二竃象Fj 

■タイトル：  

■実施日程  

■主催社：  

■協賛社：  

■ターゲット  

■実施目的  

JETSTREAM 40周年記念企画  

2007年6月～11月末  

TOKYOFM 他、JFN加盟全国民放FM38局  

日本航空  

ALLターゲット  

1967年から放送している長寿番組「JETSTREAM」の40周年を記念して、  

リスナーへ感謝の気持ちを込めて展開。  

■放送展開：   

■機内展開：  

■WEB展開：   

■イベント展開：  

特別番組の放送。レギュラー番組を1時間拡大してオンエアする他、  
通常の番組（毎週月～金曜日 24：00～24：55）内でも、記念展開を実施。  
期間限定で、番組を」ALの機内でオンエア。  
特設WEBサイト「夢旅」を制作。リスナーの夢の旅を募集し、最優秀夢旅賞  
1名様に、ペア世界一周旅行をプレゼント。  

恵まれない子供たちと地球環境保護団体へのサポートを目的とした、  

チャリティー・コンサートを実施。  

合わせて、同コンサートを観覧するツアーも催行。収益の一部は寄付。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  

14   



tタイトル： TOKYOFMJETSTREAM40thANNIVERSARY  
「国境なき合唱団」チャリティーコンサート2007INウィーン   

1実施日程：2007年11月26日（月）20二00～22：00   

■実施会場ニ ウィーン楽友協会 大ホール（オーストリア）   

■集客数： 300名   

■出 演：鮫烏有美子（第一部）、佐藤一昭（指揮■第一部）  
ダニエル・ホーイ工ム・カヴァッツア（指揮・第二部）、ウィーン室内管弦楽団（第二部）他   

∫実施内容：①チャリティーを目的としたコンサートイベント。  
参加者とともに、ベートーヴェン交響曲第9番などを合唱。  

②コンサートへの参加を中心としたツアーの催行。（11月23日～28日）  
③参加費の一部と、募金により、寄付金（2，247，211円）を集め、児童福祉組織  
「ウィーンの森■SOS子どもの村（SOSキンダードルフ」及び特定非営利活動法人  

「国境なき子どもたち」に寄贈。  
④ツアー及びコンサートの模様を収録した特別番組をオンエア。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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2007年（平成1  9年）年2月1日   ＃三！1耶1t靭旺町〉   算801号  

輸
血
を
支
え
て
い
る
の
は
 
 

善
意
の
献
血
で
す
 
 

「アンパンマンのエキス」   

1
虎
の
男
の
子
に
と
っ
て
、
1
0
 
 

カ
月
に
も
及
ん
だ
醐
網
生
活
は
あ
 
 

霞
シ
に
過
酷
な
も
の
で
し
た
。
 
 
 

り
ょ
う
す
け
く
ん
が
神
経
零
絶
 
 

拘
浬
炉
桑
痢
」
た
の
が
1
9
9
9
 
 

年
秋
。
そ
の
－
蓬
の
大
き
さ
に
絶
 
 

脂
の
組
織
要
し
た
医
師
◆
”
‡
 
 

く
ほ
ど
の
八
尾
が
ん
で
し
た
。
椚
 
 

が
ん
剤
で
縮
小
さ
せ
て
か
ら
で
な
 
 

過
酷
な
治
療
を
支
え
た
輸
血
 
 

あ
る
男
の
子
の
闘
病
記
 
 

「
献
血
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
】
と
、
小
児
が
 
 

ん
と
た
た
か
っ
た
あ
る
男
の
子
の
お
母
さ
ん
が
日
本
赤
十
字
社
の
献
血
ル
ー
ム
に
メ
ッ
 
 

セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。
椚
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ
る
血
液
は
、
肘
二
に
よ
っ
て
 
 

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
献
血
者
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
近
年
で
す
が
、
そ
の
善
意
 
 

が
な
け
れ
は
、
日
本
の
監
房
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
過
 
 

言
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 い

と
切
り
取
れ
な
い
㌧
汁
癌
 
 

な
た
†
か
い
が
始
ま
り
ま
L
た
 
 
 

手
術
哲
待
つ
間
、
何
の
治
療
も
 
 

し
な
け
れ
ば
「
蟹
は
臆
せ
～
≠
い
。
 
 

早
け
れ
ば
こ
こ
り
＼
3
≡
で
墓
 
 

す
る
こ
と
も
」
と
圭
ご
膏
わ
れ
ま
 
 

し
た
。
す
ぐ
に
卵
始
京
た
坑
が
 
 

ん
剤
治
野
は
、
り
ょ
う
す
け
く
ん
 
 

の
体
由
ら
せ
声
し
た
。
純
音
工
 
 

忘た芸こ官2  

ナニ 妹 、度 な 7  0 と り 、れ 犀  楽 よ1ま 、  
蕊  
買上妄言主誓 8  

毒宅曾㌍言  

が
れ
な
く
な
る
ほ
ど
ぐ
っ
た
り
 
 

し
、
嘔
吐
蒜
り
還
し
ま
L
た
。
 
 

が
ん
柁
絶
と
同
管
」
圧
縮
な
杷
謂
 
 

が
簸
れ
、
こ
れ
が
雷
て
軍
」
す
 
 

る
可
約
性
さ
え
費
‥
重
し
た
っ
 
 
 

そ
の
時
に
之
罫
と
な
っ
た
の
が
 
 

輯
こ
て
L
た
。
1
C
＋
扇
の
間
に
受
 
 

け
た
輸
血
は
兄
匡
そ
超
え
、
1
回
 
 

（
縮
皿
で
幣
著
8
人
分
の
血
鞭
 
 

が
必
寧
な
浄
書
し
た
。
 
 
 

1
虎
の
男
の
子
は
そ
の
こ
と
の
 
 

震
味
嘉
し
て
い
ま
し
ち
 
 
 

「
な
ん
で
血
誓
八
れ
る
の
」
と
 
 

い
う
聞
い
に
、
缶
親
の
き
よ
み
さ
 
 

ん
は
こ
ん
な
管
し
声
し
た
。
 
 

雇
の
中
の
バ
イ
衝
菅
殺
す
た
め
 
 

に
ク
ス
リ
か
必
寧
や
ろ
。
そ
の
ク
 
 

ス
リ
は
り
ょ
う
す
け
の
休
も
叩
く
 
 

か
ら
、
そ
れ
で
売
声
に
な
る
た
め
 
 

に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
血
獅
も
ら
・
つ
 
 

ん
や
。
そ
の
後
は
白
菜
爪
〃
カ
で
元
 
 

気
に
｛
ホ
る
ん
や
一
 
 
 

り
ょ
う
す
け
く
′
㌧
は
こ
仁
た
ま
 
 

あ
り
が
と
う
の
 
 

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
 
 
 

ち
て
い
る
た
め
人
ご
み
へ
の
外
出
 
 

は
粧
琶
事
情
姦
し
た
蛮
地
 
 

と
水
歪
が
粥
園
・
押
付
箭
に
青
 
 

票
い
†
そ
れ
た
こ
と
寡
ン
 
 

」
声
し
た
。
 
 
 

腐
示
と
い
う
と
つ
ら
い
イ
ヌ
 
 

・
∴
ノ
が
あ
る
け
ど
、
輸
血
牽
受
け
 
 

な
が
ら
桑
原
不
通
ご
せ
た
ん
で
す
 
 

よ
た
」
 
 
 

亡
く
な
っ
て
か
ら
し
竿
 
 

き
よ
み
さ
ん
は
何
も
す
る
気
が
起
 
 

こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
凸
そ
の
こ
ろ
 
 

の
記
憶
さ
え
あ
よ
り
残
っ
て
い
な
 
 

い
と
い
い
ま
す
。
1
カ
月
後
、
三
 
 

言
に
あ
る
献
血
ル
ー
ム
を
斬
れ
た
 
 

の
が
は
と
ん
ど
初
め
て
の
外
J
J
雫
」
 
 

し
た
。
 
 
 

平
日
の
昼
間
。
「
な
の
卜
㌧
こ
 
 

ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
笹
札
 
 

束
て
く
れ
て
い
る
。
あ
り
が
と
う
 
 

っ
て
い
・
「
余
得
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
 
 

な
り
、
涙
が
出
て
き
た
」
 
 
 

当
降
の
努
献
血
で
は
両
軍
忙
 
 

針
か
刺
さ
れ
圭
す
。
涙
が
ふ
け
ま
 
 

せ
ん
。
量
顔
師
が
し
き
り
に
「
痛
 
 

い
の
り
大
●
人
夫
？
」
と
気
に
し
、
 
 

誓
ふ
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
 
 

白
瓜
珠
の
穀
が
ゼ
ロ
に
近
い
。
 
 

こ
ん
な
跨
、
体
調
は
黒
で
す
。
 
 

で
も
ラ
ン
バ
ン
マ
ン
の
エ
キ
ス
」
 
 

館
産
入
さ
れ
る
く
元
気
最
り
 
 

声
）
声
し
た
。
 
 
 

度
、
病
院
へ
の
皿
梗
の
到
寄
 
 

が
六
梱
に
連
れ
重
し
た
。
こ
の
時
 
 

の
こ
と
が
、
の
ち
に
き
よ
み
さ
ん
 
 

が
公
印
r
〕
ナ
ブ
ロ
グ
ヘ
イ
ン
タ
ー
 
 

ス
ソ
し
上
の
E
記
）
に
こ
う
つ
っ
 
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

一
輪
血
を
し
な
け
れ
は
即
、
何
 
 

が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
 
 

い
ご
し
む
な
か
っ
㌔
⊥
卓
く
！
 
 
 

）
た
。
そ
高
三
シ
バ
ン
マ
 
竺
宗
に
す
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
 
R
膏
的
に
血
管
確
保
す
る
取
り
 
 

ン
聖
キ
ス
や
な
あ
」
 
 

が
、
り
ょ
う
す
け
く
ん
は
大
誓
」
 
組
み
、
つ
ま
れ
顔
血
の
♯
禦
が
犬
 
 

目
分
の
顔
墓
ぺ
さ
せ
て
他
人
 
で
し
た
。
 
 

か
せ
ま
サ
～
。
 
 

兵
庫
埠
赤
十
字
血
根
セ
ン
タ
ー
 
 
 

保
存
が
き
か
な
い
血
液
 
 
垂
蔓
占
よ
享
甘
ん
 
 

の
「
命
セ
つ
な
ぐ
血
」
は
通
草
、
 
 

。
 

がん治療にもっとも  

必要とされる輸血   

交i痍■2茨など不慮の災告なとのβ亭に■給血は必！ぎ  
です。一般にそのイメnジが弓鯛くありますが、実際  
皿戸硬の†堅われ万では意外にむ］■故は少なく、もっと  
もI命血が必要な場面は弱気の冶！胃です。市気のうち  
半分ががん治！Fで、りょうすけくんがたたかった真申  
棲芳紹庵贋もその一つでした。  

両用ボ1で；  
叛轟▲ガ、血小枝、血しょうの各■剤緒んでいfT  

丑■・車■茂び  

跨
は
何
も
こ
た
え
ら
れ
ず
、
献
血
 
 

ル
ー
ム
に
あ
っ
た
「
メ
ソ
ヤ
「
ウ
 
 

ノ
ー
ト
」
に
そ
乃
思
い
轟
呈
 
 

し
た
．
 
 
 

「
私
の
4
葬
り
長
男
は
小
児
が
 
 

ん
で
す
。
1
0
カ
月
の
謝
周
生
活
の
 
 

末
、
亡
く
な
っ
て
L
ま
い
ま
し
た
。
 
 

そ
の
間
、
み
な
さ
ま
の
献
血
の
柔
 
 

早
く
な
ん
と
か
⊥
ず
っ
と
 
 

声
し
が
っ
て
い
る
長
男
の
蚤
を
握
 
 

り
L
め
な
が
ら
折
る
こ
と
ー
茹
で
 
 

き
な
い
こ
の
歯
が
ゆ
さ
。
そ
し
て
 
 

深
夜
、
丸
一
［
足
っ
て
届
廿
ち
れ
 
 

た
命
を
つ
な
ぐ
血
†
」
 
 
 

赤
血
坪
の
は
か
に
皿
小
伝
叩
皿
 
 

も
受
け
て
い
声
し
た
。
血
小
板
は
 
 

群
皿
さ
れ
た
時
点
か
長
時
間
し
 
 

か
も
ち
ま
せ
ん
 
「
響
き
 
 

り
と
い
う
こ
と
も
何
度
か
あ
っ
 
 

た
」
 
（
き
よ
み
さ
ん
）
 
 
 

赤
血
球
で
も
有
効
期
間
は
2
1
ヨ
 
 

¶
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た
均
 
 

献血募集呼びか  

ける学生団体も   

ボ
ラ
ン
テ
イ
 
 

革
皿
の
募
集
な
行
う
の
は
日
本
 
 

赤
十
字
社
の
役
凱
の
一
つ
で
す
 
 

が
、
各
血
液
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
 
 

員
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
チ
ノ
ア
の
存
 
 

在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 
 
 

大
学
生
で
董
丁
生
献
血
稚
 
 

猿
此
題
金
実
行
肇
月
会
が
さ
ま
ぎ
 
 

ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
彗
聖
羞
 
 

閉
。
若
年
層
の
霊
少
傾
向
 
 

の
中
で
、
そ
の
清
野
忙
大
き
な
朋
 
 

樽
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
に
 
 
 

こ
の
ほ
月
に
は
慣
例
の
「
ク
リ
 
 

か
げ
で
安
心
し
て
治
療
を
受
け
一
缶
 
 

こ
こ
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
子
は
 
 

哲
算
貴
官
ア
元
気
に
な
る
こ
 
 

♪
蓋
っ
て
い
て
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
 
 

ン
の
エ
キ
ス
だ
～
』
と
言
っ
て
い
 
 

ま
し
た
。
ど
ん
な
に
r
脅
‥
か
と
 
 

一
己
と
宮
っ
て
も
見
り
ま
乍
～
。
 
 

今
で
立
析
浣
で
は
、
多
く
の
子
ど
 
 

こ
こ
か
ら
入
院
す
る
閉
院
に
壱
け
 
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

同
セ
ン
タ
ー
の
企
画
媒
広
報
係
 
 

の
毛
霹
も
と
子
さ
ん
は
「
ふ
だ
ん
 
 

〔
鹿
力
い
た
だ
け
る
企
華
ゃ
学
校
 
 

が
休
み
に
な
る
年
末
年
始
牽
奮
わ
 
 

冬
や
や
春
先
が
血
液
不
足
に
な
り
 
 

が
ち
で
す
。
神
戸
は
1
2
年
前
に
＃
 
 

災
違
験
し
て
い
ま
す
し
、
一
㌍
 
 

年
は
同
峰
の
寮
事
故
も
あ
り
主
 
 

L
た
。
皿
痺
が
不
足
し
て
い
る
時
 
 

に
大
声
な
災
轡
や
■
故
が
起
こ
っ
 
 

た
一
声
奉
っ
ち
ノ
γ
と
し
主
す
」
 
 

呈
甲
主
す
。
 
 

学生1祓血オぐランチィアが企画しt二南E血の呼びかけ  

ス
マ
ス
献
血
キ
ィ
ン
ぺ
－
ン
」
を
 
 

全
国
で
展
開
〕
声
レ
た
ゥ
重
病
長
 
 

の
笥
津
粟
粒
さ
ん
は
埠
几
・
吉
川
 
 

で
こ
の
活
動
を
引
っ
張
り
ょ
し
 
 

た
。
 
 
 

ブ
ヨ
ノ
ビ
ン
グ
・
モ
ー
ル
で
 
 

称
皿
ゆ
拝
び
か
け
た
ん
で
す
が
、
 
 

1
苧
▲
人
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
真
の
キ
†
ン
ペ
ー
ン
で
も
1
 
 

4
1
ぺ
血
夜
セ
ン
タ
ー
・
の
方
は
、
 
 

若
い
人
が
呼
び
か
け
な
ど
に
参
加
 
 

す
る
と
献
血
者
が
準
ぇ
る
♪
宮
っ
 
 

て
く
れ
ま
す
」
 
 
 

今
年
は
1
年
生
。
将
来
は
「
は
 
 

っ
き
り
L
て
は
い
な
い
け
ど
、
人
 
 

の
た
め
に
な
る
空
事
に
つ
き
た
 
 

い
」
。
 
 
 

司
会
の
葺
長
か
ら
医
師
に
な
 
 

っ
た
の
が
中
村
細
さ
ん
。
現
在
は
 
 

棄
十
字
病
院
の
2
年
目
の
研
 
 

修
室
で
す
。
 
 
 

「
手
術
中
や
夜
間
救
急
で
出
血
 
 

が
ひ
ど
く
憂
）
た
こ
 
 

と
も
経
験
し
一
声
し
た
。
人
工
皿
棺
 
 

の
研
究
が
進
ん
で
は
い
る
も
の
 
 

の
、
い
ま
だ
に
実
用
に
は
至
っ
て
 
 

い
な
い
た
塑
血
液
に
照
一
（
き
る
 
 

タ
謁
な
い
り
愚
者
さ
ん
富
の
前
 
 

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
そ
 
 

う
皿
硬
の
大
切
さ
が
実
魔
で
き
 
 

た
。
い
ま
で
壷
菓
の
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
牽
続
け
て
い
ま
す
」
 
 
 

も
た
ち
が
輸
血
を
噂
っ
て
ま
す
一
】
 
 

こ
れ
か
ら
も
献
血
そ
お
願
い
L
ま
 
 

す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
来
ま
す
三
 
 

富
L
て
い
ま
す
）
 
 
 

軒
皿
ル
ー
ム
の
職
i
如
こ
れ
そ
 
 

み
つ
け
、
ふ
た
た
汀
訪
れ
た
き
よ
 
 

み
さ
ん
に
声
菅
か
け
声
在
っ
 
 
 

「
そ
の
後
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
ン
の
 
 

エ
キ
ス
」
は
、
小
冊
子
や
献
血
の
 
 

広
告
・
ボ
ス
タ
Ⅰ
な
ど
の
呼
び
か
 
 

け
や
有
情
堆
生
さ
上
の
教
材
な
ど
 
 

に
も
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
ご
」
 
 

く
な
っ
た
驚
こ
う
L
て
み
な
 
 

さ
ま
に
可
変
が
っ
て
も
ら
え
る
｛
≠
 
 

人
て
長
男
は
と
て
も
幸
せ
壱
1
 
 

す
）
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年齢別献血者実数グラフ（年間献血回数別【6都道府県抜粋】）  

● 実総献血者数  

211，546人  

● 年齢別に見る実献血者数  

18へ′20歳と30歳代前半にピークがあるが、他の年齢層との差は比較的小さい。  

40歳代以降の減少が比較的緩やか。  

● 献血回数の傾向  

献血者（1回）に対する献血者（2回）の割合は10～35％で、特に40歳以降  

の全年齢で19％以上となっている。他都府県と比較して全年齢を通じて高い傾向。  
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H19年 山形県内献血者の年齢別年間献血回数   
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● 実総献血者数  

29，341人  

● 年齢別に見る実献血者数  

17、18歳に顕著なピークがあり、その後大きく減少。30歳代前半に緩やかな  

第二のピークが見られる。  

● 献血回数の傾向  

献血者（1回）に対する献血者（2回）の割合は、全年齢を通じてほぼ10～15％  

だが、37歳及び40歳代で他の年齢よりやや高めの傾向（13～15％）。  
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H19年 東京都内献血者の年齢別年間献血回数  
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● 実総献血者数  

396，666人  

● 年齢別に見る実献血者数  

19歳をピークに減少するが減り方は緩やか。30歳代前半に緩やかな第二のピー  

クが見られる。若年層の献血者の絶対数が多い。  

● 献血回数の傾向  

献血者（1回）に対する献血者（2回）の割合は、22歳以上のほぼ全年齢で15％  

以上。また、全年齢を通じて10％を割り込まない。  
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H19年 大阪府内献血者の年齢別年間献血回数  
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● 実総献血者数  

275，361人  

● 年齢別に見る実献血者数  

18、19歳に他の都道県のようなピークが見られず、33～39歳に顕著なピー  

クがある。  

● 献血回数の傾向  

献血者（1回）に対する献血者（2回）の割合は、全年齢を通じてほぼ10～17％。  
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H19年 高知県内献血者の年齢別年間献血回数  
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● 実総献血者数  

26，092人  

● 年齢別に見る実献血者数  

19歳にピークがあり、その後減少。30歳代前半に第二のピークがある。  

● 献血回数の傾向  

献血者（1回）に対する献血者（2回）の割合は、全年齢を通じてほぼ15～20％。  
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H19年 宮崎県内献血者の年齢別年間献血回数  
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● 実総献血者数  

31，579人  

● 年齢別に見る実献血者数   

16、17歳が極端に少ない。18、19歳と30歳代前半にピークがあるが、他  

の年齢層との差は比較的小さい。  

● 献血回数の傾向  

献血者（1回）に対する献血者（2回）の割合は、20歳代でほぼ10～15％。  

30歳以上でほぼ15～20％。  
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年齢別・施設別延べ献血者数グラフ【6都道府県抜粋】  

H19年 北海道内の施設別献血者数   
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● 延べ総献血者数  276，823人  

移動採血車・出張採血  166，157人（60．0％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）110，644人（40．0％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

16～2：∋歳は18、19歳を除き固定施設の割合がおおむね50％前後だが、18、19歳と「  

20歳代後半～68歳は移動採血車・出張採血の割合が60～70％。  

● 血液センターー、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：5カ所  

献血ルーム：6カ所  
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H19年 山形県内の施設別献血者数  
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● 延べ献血者数 36，705人  

移動採血車・出張採血  26，395人（71．9％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）10，295人（28．1％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

20歳代前半を除き、移動採血車・出張採血の割合が65～90％。  

中でも115～18歳と50歳代後半～60歳代前半に移動採血車・出張採血の割合の高い年齢層  

（80～！∋0％）が見られる。  

20～2！5歳は、他の年齢に比べて移動採血車一出張採血の割合が55～63％とやや低くなっ  

ている。  

● 血液センターー、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：1カ所  

献血ルーム：1カ所  
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H19年 東京都内の施設別献血者数  
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●  延べ献血者数 550，525人  

移動採血車・出張採血  175，198人（31．8％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）375，291人（68．2％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

全年齢を通して固定施設の割合が55％を超えており、特に16、17歳、20歳代前半～30  

歳代前半、60歳代後半は固定施設の割合が70％超と高い。  

一方、18、19歳と50歳代後半は固定施設の割合が55～59％とやや低い。  

● 血液センタ“、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：2カ所  

献血ルーム：12カ所  
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H19年 大阪府内の施設別献血者数  

献
血
者
数
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● 延べ献血者数 375，972人  

移動採血車・出張採血  196，259人（52．2％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）179，688人（47．8％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

20歳代（一30歳代前半と69歳は固定施設の割合が50～56％。  

一方、1（i～19歳、50歳代後半～60歳代前半は、移動採血車・出張採血の割合が59～6  

5％とやや高い。  

● 血液センターー、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：3カ所  

献血ルーム：9カ所  
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H19年 高知県内の施設別献血者数  
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● 延べ献血者数 35，021人  

移動採血車・出張採血  22，287人（63．7％）  

固定施設こ血液センター・献血ルーム）12，715人（36．3％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

16、17、69歳で固定施設の割合が52～60％であることを除き、移動採血車・出張採血  

の割合が高い（おおむね60～70％代後半）。  

19歳と50歳代後半～60歳代後半にかけて、移動採血車・出張採血の割合が高い年齢層（7  

4～799々■）が見られる。  

● 血液センター、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：1カ所  

献血ルーム：1カ所  
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H19年 宮崎県内の施設別献血者数  
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● 延べ献血者数 43，497人  

移動採血車・出張採血  27，164人（62．5％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）16，312人（37．5％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

16歳、17歳で固定施設の割合が75．0％、67．6％と高いことを除き、特に50歳代か  

ら60歳代前半にかけて、移動採血車・出張採血の割合が高い年齢層（おおむね60～70％代  

後半）が見られる。  

● 血液センター・、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：1カ所  

献血ルーム 1カ所  
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資料－  7  

初回献血者の増加を目指して（研究レポート）  

初回献血者の増加を目指して  

著者は福祉系の大学で教員をしている。普通の大学生にとって、骨髄移植はイメージできるが、輸血の重要性はな  

かなかイメージができない。単に痛い、自分は献血できる条件に合致していないだろうなどの思い込みで献血をする者  

が少ないのが現状である。そこで、どうすれば献血者が増加するかの研究を行なってきた。   

先行研究1）では、献血の意義を示す簡単な資料を提示した後の献血に対する意識変化と、実際に献血を行なっ  

た者の意識構造の解析を行った。そして、日本赤十字社のH18年度の統計資料より求めた新規献血者の割合に比  

較して、資料の提示により初回献血率が上昇する事を明らかにした。   

本研究は先行研究を発展させて、末献血者が知らない実際の輸血現場のレポートを提示して満足度を増加させる  

と、初回献血者が増えるかをネットヒで追跡調査したものである云   

一■  

国   
内   
特  
集  

⑳  

血液センターにおけるアンケート調査では、来所した者の意見しか開けない。そのため、献血の未経験者に意見を  

開き、かつ献血をしたか否かの追跡調査は困難である。そこで我々は、ネットLの調査会社（ヤフーバリューインサイト  

社、東京）の協力で、全国の19－26歳の1505字，の献血未経験者を対象にネット上で調査を行った。   

対象者は年齢が19～26歳、献血未経験、献血に協力する気持ちは問わない、疾患服薬などが無く、献血に協力  

をしようと思えば可能である者を対象とした。回答者には今回の調査の趣旨を説明し、参加は本人の自由意志であり、  

参加したくない者は参加しなくてもよいこと、個人の特定ができる調査でないことなどの倫理的配慮を行ない、回答をも  

って同意を枯られたと判断した。   

調査項目は、献JrItへの理解の程度、献血への協力の意思などを4段階の順序尺度で質問した。献血への不安を  

低減し満足度、あるいは納得ずる度合いを増加させるために提示する姿料として1．献血の基礎的な資料、2．交通外  

傷での血液の利用例、3．新生児の交換輸血例の3資料を提示した後に輸血の必要性の認識、献血への協力などを  

4段階で質問した。そして3ケ月後と7ケ月後に実際の献血の有無を追跡調査した。   

しかし、現状では輸血の現場をイメージできて、献血する気持ちにさせる資料は見当たらない。そこで、輸血・細胞  

治療医、外科医、内科医、麻酔科医の方々から、「輸血現場のまったなしの実情」を集めて、その資料を提示すると  

未経験者が献血の重要性を理解する効果的な資料になるのではないかと考え、その資料の初回献血者増加の効果  

を検討することにした〔）  

実際の輸血現場での医師の経験談を収集する時の条件として  

出典：血液製剤調査機構だより No．107（平成2（）年10月発行）  

（財団法人 血液製剤調査機構 発行）   
血液製剤調査機構だより N（つ107  



などに配慮した。今回は外科と新生児集中治療室の2種類の手記を用いた。外科の手記の例を資料1に示す。   

なお、初回献血参加者を検討するための基礎資料として、H18年度国勢調査資料2）と日本赤十字社のH18年度  

初回献血者資料3）とより年齢別の人口あたりの初回献血者率を別途求め、対象とした1505名では3ケ月後では5名、  

7ケ月後では9名が初回献血をすると推定した。  
国   
内   
特   
集   

⑬  資料1外科での手記  

外科医となってもう何年になるだろう。  

手術室に入ると、今でもふとあの時の記憶がよみがえる。  

「先生、患者さんの容態が急変しました。」  

「わかった、今行きます。」  

救急外来をやっていた私は、ナースの甲高い声に促されて吸い込まれるように手術室にはいった。  

さきほど救急車で来たバイクに乗っていて交通事故にあった患者さんの緊急開腹手術をやりはじめているはずだ。  

いつもは静寂なはずの手術室がその時ばかりはハチの巣をつついたような騒ぎになっていた。  

部屋に入るとまずモニターの画面が目に飛び込む。動脈庄は60をきっている。そのまま血圧が低下したら患者さ  

んは死亡してしまうため、血圧を維持するため麻酔医は必死の形相で出血を補う輸液をバンビングしている。  

まずい、と心の中で叫ぶ。  

「おい、どうしたんだ。」すでに青ざめた表情の後輩の術者に声をかける。  

「すいません、肝破裂です。肝門部の血管を遮断して裂けた所を圧迫止血しても一向に出血が止まりません。」  

彼の声がかすれている。  

すでに術野のコンプレッセン（手術で患者さんにかぶせる布）は真っ赤な血で染まり、ベット脇の床にはたれた血  

液で血貯まりができている。  

（以下省略）  

◎  

3
 
 
 

蔓
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基礎的資料提示の前後、最初と2番目の臨床資料提示後の各々で、今後の献血への協力意向の平均点つまり満  

足度は2．59、2．75、2．79、2．81とL昇した。調査開始時の今後の献血への協力意向と献血の有無の関係を表1に示  

す。3ケ月後で41名、7ケ月後には18名が献血し合計59名が初回献血を行なった。表1をみると最初に肯定的な協力  

意思の者が実献血になることがわかる。   

資料提示の効果をみるために、確率の比であるオッズ比（0．R．）を求めた。日赤統計からの理論予測値と実献血の  

比較は3ケ月後で0．R．＝8．44（C．l．3．32－21，43）だった。∫一方、H18年度に今後の献血協力意思が肯定的な者に痛み  

などの基礎情報を提示して同様の調査をした場合の3ケ月後の献血者数は23人となり0．R．＝1．70（C．Ⅰ．1．01－2．84）と  

なった。未回答者を除外すると、最終的に7ケ月で59名が初回献血し906名が末献血であった。この値と日赤統計を  

比較すると0．R．＝6．92（C．Ⅰ．3．4ト14．03）、基礎情報の提示と比較すると0．R．＝1．38（C．Ⅰ．0．93－2．01）となった。  

表1資料提示前の献血協力意向と実際の献血の有無  

イ十÷★   ←∴十  

国  
内  
特  
集  

学卒  軽薄拘覇    専悪猶巌綬転基  「子iフ≒；肇嘉誓藻竃廣注・1fl・きさ′  

†‡十、豆  

乙与；説J    塞  2   6  22   41  

15   74  117   29   235  

さ    卓ぜ  0   4  3   18  

達    琵  26   103  152   24  305  

蛋  十  95   296  421   94   906  

諷  

遥  
138   483  723   161   1505   

表2 3ケ月、7ケ月後の初回献血者のオッズ比  

室上＝言ス      ぅでを旛L三ミミニよ∴ム 一  、ナニ、 ＝・〔l二！          r′⊂コ． ト∴ぺ・！モ′、・′－〈二′ッ   こ、′一～J－・†「  ▲了ニ′■ ′一ゾ‘器末雄幸  ：’こ、上・こ  
≠   ．弓号  

玩   ＼十  41／1229  
a－b  8．44   3＿32   ～21．43  

3           十十   5／1265  

現 イ∫至 ：ゝ1、 ナノ′ヒ  33／705  
式童  C－d  1．70   1．01   ～ 2．84  

、才・・ご   23／1169  
き∴r   

…e・輸血場面提示－1  59／906  
e－f  6．92   3．41   ～14．03  

麦f／日赤統計  9／956  

妻g牒血場面提示一2  47／51  
g－h  1．38   0．93   ～ 2．01   

買hご先行研究  74／111  

輸血場面提示－1：臨床現場での輸血をする状況を提示（今回、今後の献血の協力意思否定＋肯定）  

日 赤 統 計二日18年度日赤の統計による初回献血者の率を使用  

輸血場面提示一2：臨床現場での輸血をする状況を提示（今後の献血の協力貢思肯定的のみ対象）  

先 行 研 究二H17研究で献血の琴礎的情報や痛みの程度を提示（今後の献血の協力意思肯定的のみ対象）  

血液製剤調頁機構だより NDl口7   



あまり知られない臨床での輸血状況を提示した場合と日赤統計を比較すると、初回献血のオッズ比は3ケ月後で臥朋、  

7ケ月後で6．92と増加した。一方、献血に対して肯定的な意思の者に限った場合、臨床現場での輸血状況の提示と  

基礎的な情報提示の場合のオッズ比は3ケ月後で1．70と有意なー二昇であったが、7ケ月後で1．38となり有意ではなかっ  

た。この解釈は、7ケ月経過すると最初の基礎的情報提示の効果は薄れるとも考えられる。   

一方、資料の提示につれて今後の献血協力意向の満足度の平均点が増加することから、資拳卜提示は協力意思  

のある人の満足度、つまり一種の協力の度合いを増加し、実献血する考えを持つ人の肩を後ろから押す効果があると  

考えた。   

2（M8年度は、すでに献血をした者に資料の情報提示をして満足度を増加させた時の、複数回献血者の増加の有  

無などのマーケテイング効果の検討を行っている。今後、著者の行なう、献血者募集の活動の報告や実証検証の参  

加施設募集のお知らせなどは、本務先大学のWEBで公開する予定なので参考にされたい4）。   

なお、本研究の一部はH19年度厚生労働科学研究補助金 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合  

研究事業（H19一医薬一一般一033）「献血者の増加に資する教育教材の開発とその効果の検証」の研究によった。ま  

た、本研究の一部は第32回血液事業学会（大阪）で報告した。   

執筆者連絡先：〒50ト3993関市桐ヶ丘2－1中部学院大学リハビリテーション学部 田久浩志  

takyu＠chubu－gu．aC．jp  

■一   
国   
内   
†．1   

集   
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http‥〟www・SOumu・gO・jpkrgyoヮsei／xIs／020918－SaSi3・XIs 2008／4／lアクセス  

［3］日本赤十字社血液事業年度報 平成18年皮統計表（PDF版）   

http‥／／www．jrc．or．jp／activen）lood／pdf／18nendohou．pdr plO年代別男女別初回献血者数初回献血率  

2〔氾8／9／16アクセス  

［4］中部学院大学 田久研究茎 W血研究室 研究費関連の報告書   

http：〟web2．chubuLgu．aC．jp／blog／webJabo／takyu／researc叫）OSt－1l．htmi 2008／9／16 アクセス   

0  

この原稿は、若年層の献血意識調査や初回献血者の献血推進等に関するご研究に取り組んでおられる、中部学  

院大学リハビリテーーション学部持1久浩志先fHこ執筆していただきました。  

血液製剤調査機構だより Nolb7  



副作用の割合  

全献血者の副作用の頻度  

VVR軽症   ＼叩R重症   神経損傷   皮下出血   クエン酸中毒   その他   合計   

％   什7：う   0．0：三6   0．011   0．23   0．011   0．り39   1．0∠1   

平成14年日赤データ   




